
［ 1 ］  教員用メモ  

 

 

・前回は「序論・本論・結論」というレポートの構成を示しました。 

今回は、実際の期末レポートを読んでもらうことで、この構成が、特に「本論」部分でケースバイケースで変わ

ることを示すと同時に、それをいくつかの「型」を覚えてしまうことで乗り越えようというという、この教材の

目的を示します。 

 

準備 

・レジメ＋資料（６ページ） 

・ワークシート（１ページ） 

 

進め方 

１．とりあえず書いてみよう、その２ 

・前回説明した「序論・本論・結論」の構成をなぞるため、また今回は読むだけで手を動かすことがないので、前

回の続きのワークを冒頭に入れました。 

・ワークシートに書かせた後、グループ内で読み合せてください。 

 

２．期末レポートの実例 

・資料１のレポート（レジメのp.5～6）を、学生に１段落ずつ読ませてください。 

→資料１は見開きでみせたかったので、資料２をp.4に入れて、資料１をp.5～6に送っています。 

・その後、資料２（p.4）と照らし合わせて、構成を確認してください。 

→字数が増えても「序論・本論・結論」の構成は変わらないこと 

→ただし「本論」の部分が３つにわかれて複雑化していること 

 

３．レポートの４つの型 

・複雑になった「本論」部分を、この教材ではＡ～Ｄ型に分けて型として覚えてもらうという、今後の流れを示し

ます。 

→大きな流れを示すだけです。Ａ型とは何か、Ｂ型とは何かという個々の説明は、後の回で順々に、ゆっくりと

していきます。 

→ちなみに次回はＡ型の説明と練習をします。 

 

囲み記事「グループワークとレポート執筆」 

・レポート執筆の練習は、書くだけではなく、簡単なグループ発表とセットですすめていきたいと考えています。

そのことについて触れたものです。 

→時間があれば読んでください。時間がなければ飛ばして結構です。 

とりあえず読んでみよう 
前回のふり返り、期末レポートの実例、レポートの４つの型、ほか 
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